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「NikolausLenauと政治詩
－時代との係わりから－
久保山 敦 子
序
NikolausLenau(1802-1850)の足跡を辿ると，彼がドイツ人を父と
し， マジャール人を母としてハンガリーに生まれ育ったということと共
に, 30歳のとき，はるばるアメリカまで出かけて行ったという事実に興味
を覚えさせられる． この彼の行動範囲の広さ，更に生涯にわたってとうと
うどこにも落ち着くことのなかった非定住性は，イギリスのByronを思わ
せるものがあるが，当時のドイツの詩人たちの間では極めてまれな傾向と
言えよう．彼の非定住性はまた作品の上にも表われる．つまり，初期（ア
メリカ旅行まで）におけるG6ttingerHainJPSchwabischeSchule
の亜流的要素，中期（アメリカ旅行-1836）の体験的杼情詩，後期（1836
-1844）における叙事詩の創作や濃厚なペシミズム等が，わずか20年間
の創作活動の間に起こっていることである1． そして彼の非定住性は学問
上でも同様である．大学における専攻の不安定，更に宗教的非合理主義へ
の沈潜や無神論への方向転換，等々……． この極めて特異な要素は，文学
史の上に彼の席がなかなか定まらなかった理由でもある．かつてはこうし
た独特な要素が, Lenauの素質であり，それも遺伝から来るものとされ
ていた2． しかし,Vormarzという時代区分8が定着してからは，彼と時
－24－
代との係わりが問い直され, Lenauの立場も徐々に安定してきたよう
に思われる． そして， この20年来，幾つかの論文が彼の再評価の役割を
果たして来幾, Lenauに関する雑誌も発刊された5.だが， それはまだ
GiinterHantzschelの言う,,L nau-RenaissanceC@6にまで至っている
とは思えない．
Vormarzの時代はそのままLenauの生涯に当てはまる．更にその創
作期間とVormarzがほぼ一致することを考えても，彼と時代を切り離
すことはできない． また,Heineほどには強烈でないにしても，その祖
国との関係には激しい愛憎が感じられる． このような前提をあらかたふま
えてから，本稿ではLenauと社会の係わりを見，その係わりから彼の創
作の動機や作品の本質を探り出す方法をとる．そして革命前夜の大きな時
代の潮流の中で，直接的政治参加こそしなかったものの，反体制の立場を
とり続け，やがて力尽きたように時代の波に呑みこまれていったひとりの
詩人の軌跡を辿りたい．
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対ナポレオンの意識の下にウィーン会議が開かれた後， ヨーロッパには
再び穏やかで治安の維持された，かの良き時代が戻ってきた．確かにそれ
は静けさと秩序の表われだった． ただ「死の静けさと墓場の秩序」 (To-
desruheundFriedhofsordnung)7ではあったけれども．メッテルニヒ
体制の下， ヨハン。シュトラウスの甘美なメロディーに酔いしれたウィー
ンの人々には，パリ七月革命の報も遠い世界のことのように過ぎた． しか
し，それはこの国が政府の監視官によって守られた警察国家であったか
らである． この頃ウィーンにいたLenauの手紙にも，七月革命に関し熱
狂的なことばは見出せない．だが， このことで当時のLenauの政治的，
社会的立場を云々することはできない．たしかに七月革命に対しては態度
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を表明していないLenauであるが，ウィーンに移り住んで以来1830年に
至る12年の間には，政治的，社会的問題にも強い関心を示しているのであ
る．
Lenauに詩への関心を呼び起こしたのは,AntonXaverSchurzであ
った． Schurzは後にLenauの姉Thereseと結婚し，生涯にわたって
詩人の良き理解者となることで， またLenauの伝記作者としても有名な
人物である.Schurzはまず,KlopstockJPG6ttingerHainの研究を
Lenauに勧める．この熱心な共同研究のうちに,Lenauの詩への傾倒は
著しいものとなり， 20歳の頃には自ら詩作しようとの決意を固めるまでに
なる．初期の作品の中に色濃く表われるL.HC.H61tyの影響も，この
文学研究の所産なのである8． さて，詩への興味を深めたLenauは，
1823年のAnastasiusGriin,Grillparzerらとの出会いによって新たな影
響を受ける．比較的リベラルな傾向を有していたこれらの詩人と交わるこ
とにより,Lenauの詩はG6ttingerHainの模倣から脱し，社会的な素
材に近づいてゆく．例えばDeγ配ﾉﾋ狸eγ睡MI舵という詩において，
天国と地獄ののぞきからくりに貧民たちを誘いこんでは，ポケットから銅
貨を盗みとるという僧を皮肉り，比が〃s〃tz顔では，戸口で慈悲を乞
うものの，すぐに「神の名において」追い払われる乞食の悲しみを描く．
こうした情景は，平和なウィーンの裏側に隠された現実である． このよう
な社会の状況を察知した詩人は， この町を闇歩する政府の御用作家，御用
詩人にも痛烈な皮肉を浴びせる(Deγん舵D姉ｵ")9.社会的に目覚め始
めたLenauは，ウィーンが詩人の住む町ではないことを感じている．
FritzKleyleに宛てた手紙の中で,Lenauは強い不満と憤りをぶつけて
いる． 「現在居る詩人というのは(悲しいかな我々ウィーンの文学青年の大
部分もそんな類なんですが)，詩の中に純粋な実に純粋な空想を持っては
いるが，分別(Verstand)を全然，それこそ少しだって持ってはいない
のです． さて，彼らの詩を読もうとする者は，火薬庫に踏み込む人間が，
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その火花で建物を爆破しないようにと，鉄をうちつけた長靴を脱がなくち
ゃならないように，分別を捨ててしまわねばなりません． こういった詩人
にとって，やっかいな分別というのは無用のものなのです……ここウィー
ンには，よその子供をさらってきては物乞いをさせるといった下劣な人間
がいます．独創性のない詩人！これもこうした奴らと同じです.｣'0
こうして社会的な意識を強めたLenauは，この社会を支配する者に憤
りを向け始める．
Tyrann!desBlutes,welchesinSchlachtendu
Vergossenkalt,dasrauchtevomHenkerbeil,
Das,deinenQualenzuentrinnen,
Str6mtedeinSklavemiteignerHandhin:
’
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DesBlutessolleinjeglicherTropfeneinst
VordeinemAuginstrafenderEwigkeit
Aufschaumen,schwellenzumVulkane,
DervondenSeligenstrengdichscheidet!''
(A"g伽〃Dγα""e〃第1,2節）
ここに登場するTyrannが誰を指すかは，わざわざ指摘するまでもな
い．怒りを含んだこの詩において，頂上をきわめようとした暴君は谷底、
と投げ落とされ，そこに骸骨の雪をかぶった山からされこうべが雪崩とな
って落ちてくる.Sklaveということばで表わされた民衆は，しかし選ば
れた人たち(Auserwahlte)でもある．民衆の弾圧の上に君臨する支配
者に対し, Lenauは激しい弾劾を行なう一方，戯画風にあざけることも
忘れない．地面にたたきつけられた上， されこうべの雪を浴びせられる暴
君の姿は滑稽でさえある.Henkerbeil,Menschengebeinen,Gebirgdes
Blutes,Schadellawinenといった鋭い単語が次々現われ,Lenauの若
い憤りは直線的に表現されている．が，具体的な事象を欠いた暖昧な情景
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の中ではせっかくの比嚥も生きてはこない．むしろグロテスクな印象を残
すだけである．更に，中ほどにある次の二行で，読者は彼の態度が傍観者
的であることを知らされる．
Dariiberbleichundunbeweglich
StarredesMondesbekiimmertAntlitz.'2
この箇所はどうしても浮き立ってしまう．悲しみに充ちた月の青白い顔
が, Lenauの顔に重なって見えるのである．暴君と民衆の所業を見守っ
ている「動かない月」は「動けない月」である．地上に降りることのない
月なのである． この詩においてLenauは民衆の勝利を楽天的に予言する
が， 自らがそれに参画するとは考えていない. Sklaveが鎖を解き放つの
を密かに期待しているだけである． しかし， こうした彼の消極的姿勢も
1830年を迎えて大きく変わってゆく．
当時，彼は幾つかの学問を転々とした末，医学部に籍を置いていた． こ
れは他の学問と比較して医学が政府の干渉を受ける割合が少なかったため
と思われる'3．彼には医学に対する熱意があったと思えない．というのも，
その頃既に彼は詩人として立ちたいという気持をおさえることができなか
ったからである. 1830年,,Damenzeitung<:に発表したG〃"6e",WiSse",
Mz"吻伽では，初めてNikolausLenauのペンネームを用いている．更
に詩集出版の夢も大きくなっていった．先にも述べたように, Lenauは
七月革命に関し動揺を示さなかった． このニュースに彼が驚かなかったわ
けではない．ただ，同じ頃彼は別の事件によって衝撃を受けていた．すな
わち， ポーランドにおけるツァーリズムヘの反乱（1830/31）である．ポ
ーランド人亡命者BolozvonAntoniewieczと住居を共にしていた
Lenauにとって，この民族独立の運動は強烈なできごとであった．
DrauBenhatdierauheZeit
UnsrerSchenkeTtirverschneit.
’
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HautdieGraserandenTisch!
Briider,mitdenrauhenSohlen
TanztnunauchderWinterfrisclT
AufdenGrabernedlerPolen,
WoverscharrtinEisundFrost
LiegtderFreiheitletzterTrost.
I
UmdieHeldenleichendort
RauftderSchneesichmitdenRaben,
WillvomTageslichtefort
TiefdieSchmachderWeltbegraben;
WohldieLeichenhiilltderSchnee,
NichtdasungeheureWeh.'4
（加娩γSMe"んe第1,2,3節）
この詩はポーランド反乱の記念日によせて書かれたものである． この強
烈な冬の光景は，亡命者たちとの直接の交渉がなければ書かれなかったに
違いない.rauheZeitということばは厳しい季節を表わし，また厳しい
時代を表わしている．身も心も震憾させるにふさわしいこの季節は，ひど
く恐しいものである．抑圧されている者の悲しみは雪に閉ざされた居酒屋
に表現されている． しかし，いつの日にか溶けて流れ去ってゆく雪は，ポ
ーランドの未来を期するものである． ここにおいてunsrerSchenkeと
語り，抑圧される者の側に立ったLenauは，ポーランドの人々にBrti-
derと呼びかける．そして, edlerPolen,Heldenといったことばで反
乱を起こしたポーランド人を讃えるが， こうした讃辞はLenauが反乱者
と同じ地平にいる証しと言える．カラスと争うようにして勇士の身体を被
ってゆく雪は彼らを守る鎧となる． この白と黒の対比はツァーリズムに屈
せぬ民衆の情熱を思わせ,強烈である． この詩の中では雪が最も表情豊か
｜
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である．居酒屋を閉ざし，勇士の死体を隠し，世界の恥辱を埋めもする．
雪によって何もかもが包みこまれてしまうのである． しばらくの間は厳し
い冬が荒れ狂うけれども，やがて雪が溶け，氷が去ってしまうと，復譽の
炎(derRacheFlamme)が燃え立つ．墓を埋め尽した雪は熱い情念を凍
結させるものではなく，春までおき火をかかえてゆく 「守り」と言える．
こうして雪に閉ざされた居酒屋は，ポーランドの反乱のおき火となって次
の時代を待つのである． この詩においては抑圧される者の悲しみと怒りが
主観的に蓄積され，具体的な情景描写が成功している．そしてLenauの
政治詩への確実な歩みが見られるのである．
雪に閉ざされたポーランドの居酒屋は雪解けの日を待つことができる．
しかし，オーストリアはどうだろうか． この国では人々は現実に満足し，
秩序と片隅の幸福に浸っているかのように見える．だが， このピーダーマ
イヤーの国にもはっきりとポーランドと同じ現実がある．華やかなウィー
ンの町のあちらこちらには，乞食や貧民が慈悲を求めているし，四分の一
に満たないドイツ人が大多数を占める異民族を支配する事実は， この国の
辺境で独立運動を引き起こしている． こうした問題を内包しているこの
国自身が閉ざされた世界である．警察と検閲によって堅く閉ざされた沈
黙の国家なのである． 1831年，友人AnastasiusGrtinがハンブルクで
助αz"咽伽g汐e"esMe"eγ凡eｵe〃を出版したことは,Lenauにとっ
て新たな衝撃だった． ウィーンのありのままの姿をGrtinが暴露したこ
と，それはLenauに激しい創作意欲を与えただけでなく，真剣に政治詩
を計画させる．Griinがウィーン貴族らしく，穏やかに，丁重に，しかし
皮肉たっぷりの政治批判をするのに対し'5,Lenauは早急に，過激な態
度を示す．
鞭をうならせながら金色に輝く馬車に乗って町を駆け抜けてゆく宰相．
一方では乞食が道端に立って慈悲を求めている． こうしたウィーンの風景
を述べた後で,Lenauは大きな展開を用意する．
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,,Halt!@<schlugnuneinegrauseStimme
AndeinentsetztesOhr,
Esstiirzt', einRauber,mitHohnundGrimme
DerTodvomWaldhervor
UndhiebdieStrangemitscharfemSchwerte
VomWagen,ri6mitMacht
Dichfort, trotzFlehenundAngstgebarde,
InseinefinstreNacht.'6
(Aw@Gγa6eeiWesMMs/"s第5,6節）
こうした大胆さは当時の社会風刺の中でもきわめてまれであろう． こ
こで宰相に襲いかかるのは民衆ではなく盗賊であるが,Lenauにとって
盗賊というのは貧しさの象徴である(Deγ肋"6eγ伽助加岬)'7．また
,,Halt!"という盗賊の叫び声は，宰相の馬車を止めるもの，すなわち宰相
の支配政治を止めるものである．更に， この詩において盗賊は死の神であ
るが， これはA〃e伽e〃乃γα""2〃の骸骨の山を想い出させる．そこでは
されこうべが暴君へと降り注ぎ，暗に没落と破滅，そして死を想像させる
のであるが， この作品においては宰相がはっきり死の神に連れ去られてし
まう． しかもこの詩は町の中で見てきたことをまるでそのまま語っている
かのようである． この叙述方法はGriinを意識したためと思われる．
Grtinの描く民衆は｢胴着の下に短刀を隠していない｣'8し,,,Icherlaube
mir,freizusein$('9と礼儀を忘れない．だが,Lenauは「請願するの
ではなく，脅しているのであり， メッテルニヒについて民衆や祖国が下し
た判決の執行を死神に託しているのである.｣20J6zsefTur6czi-Trostler
はこうしたLenauの態度をGrillparzerのGra6sc〃沈と比較して，
イデオロギーの抑制がなく叛徒的だとする2'、たしかにLenauの作品上
この詩の持つ意味は大きいが，まだ安易な政治批判に終わっていることは
I
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「否定できない． というのも, 1830年前後のLenauは社会意識に目覚めつ
つあったものの，未だ時代を把握し得てはいなかった. Lenauが特別な
のではなかった．オーストリアという国， ウィーンという町に住むことが
神経を麻痒させるのである． この国を本当に理解しようとする者は国を出
る以外ない． ここを飛び出したとき初めて，世界の流れの中でオーストリ
アをながめることができる．そしてそのことは， 自分の生きている時代を
つかむこととなるのである．
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オーストリアに留まることを拒否し， 1831年Lenauはヴュルテンベル
クヘ向かう． それは彼の生涯における出立(Ausfahrt)であったと言え
る． 「……僕はUhland,Maier,JustinusKernerのところに詩的巡礼
(einepoetischeWallfahrt)を果たした……｣22と彼は書いている．た
しかにヴュルテンベルク滞在中に詩集出版の準備を整え, Schwabische
Schuleと交際を深めたことは，「詩的巡礼」にふさわしい． だが，本来
の動機から考えるなら， ヴュルテンベルクからアメリカという彼の行路
は，明らかに「政治的巡礼」と呼ぶべきものであろう．
政治的要請から生じたアメリカ移住のブームは， 19世紀にはいって爆発
的にふくれ上がる． 「ドイツのアメリカ熱は，七月革命， ポーランド独立
闘争鎮圧，反革命の措置，及び検閲の強化の後何年かのうちに最高潮に達
した｣23とJ6zsefTur6czi-Trostlerは書いている．アメリカに渡ろう
とする者は，新世界に対し「自由の国」 「ユートピア」のイメージを抱い
ていた． 「新世界では，いまだに18世紀的な空気がただよっていて，その
社会は，反動的ヨーロッパに対しても革命的なヨーロッパに対しても，あ
るいはまた独裁主義的なヨーロッパに対しても，本能的な防禦の身構えを
とっている｣24が，渡航者にとって「希望の地」であるには違いない．「希
〉
－32－
「望の地」は，だが同時に， 「逃げこみの場所｣25でもある.Lenauの場合
もこれに当てはまる．彼がアメリカへの渡航を希望に満ちて語れば語るほ
ど，逃げこみのイメージは強くなる． 「僕は自分の修業のためにアメリカ
を必要としている．……芸術家としての修業は，僕の生涯の最高の目標な
んだ.｣26だが，彼が芸術のためと豪語する裏には，政治的な確執から逃れ
たいという気持ちが隠れている． 「もししばらくの間でも， 呪わしい政治
のことについて何も聞かなくてすむなら，喜ばしいんだがね.」27
こうして1832年から1833年にかけてアメリカで越した一冬は,Lenau
の生涯中最悪の季節となる． ことごとく幻滅を味わればならなかったこの
地での体験は， しかしまた彼の感受性の強さと洞察力の鋭さを証明する．
上陸直後からその国の人間の，社会制度の，そして自然の粗雑さと歪曲に
絶望したLenauは，帰国に至るまでの六通の手紙28の中で，繰り返し繰
り返し不満を訴える． 自分がアメリカを気に入ったのかどうかと自問し
て，彼はこの地の特徴をこう結論する．第一の特徴は粗雑な風土，第二の
特徴は粗雑な人間である29,と．粗雑な風土に関しては，彼は同じ表現を
執勘なほど繰り返す． 「歌う烏がいない」「ナイチンゲールがいない｣(1832
年10月16日Schurz宛,1833年3月5日EmilievonReinbeck宛，同6
日JosephKlemm宛，同8日Schurz宛)30.「詩的な呪いがひろがっ
ている」 （10月16日Schurz宛,3月5日EmilievonReinbeck宛，同
8日Schurz宛)3'.「自然そのものが冷たい． 同じ形をした山々，谷の
くぼみ，何もかも単調で想像力に欠けている」（3月6日JosephKlemm
宛，同8日Schurz宛)32.また粗雑な人間に関しても，吐き捨てるよう
なことばが続く． 「燃えつきたように生気のない人間を彼らと同じように
生気のない森の中で見るのは実に悲しいことだ.」33「ここでは人間は奇妙
に，ぞっとする程朗らかに生活している．だが， この朗らかさは無気味さ
と紙一重だ.」s4
こうした彼の鋭い観察眼は，人間から更にアメリカの社会へと進んでゆ
1
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く． 「アメリカ人の教養とは商業上のそれであり，工業上のそれなんだ．
ここでは実利的な人間がおそろしく無味乾燥に発育してゆく．そして， こ
の国の文化自身が内部から有機的に出現したものでなく，外部から力にま
かせてすばやく引き寄せてきた底のない(bodenlos)ものだから， 困惑
して空中にフワフワ浮かんでいるものさながらだ．農業はまだ全く自然の
ままだ． だからこそ僕は， アメリカの全工業，全商業を基盤を持たない
(bodenlos)ものと呼ぶ.」35JosephKlemmに宛てて書いたこの文書
を,LenauはそっくりそのままSchurzにも送っている36．このことで
もLenauの失望の度が想像できよう．彼の罵倒は更に続く．「基盤を持た
ないもの(Bodenlosigkeit)という表現で，僕は全てのアメリカの制度の
性格をだいたい表わし得ると思う．それに政治的な団体の性格もだ．アメ
リカ人が祖国を愛しているなんてことや，あるいはアメリカ人に祖国があ
るなんてことは，思いもよらない．ひとりひとりが共和主義的な結びつき
の中で生き，働いている．というのも，そのことによって，そうしている間
だけでも私有財産が確保されるからだ．我々が祖国と呼んでいるものは，
ここでは財産にかけた保険にすぎない．アメリカ人は何も考えていない．
お金以外のものを欲しがりはしない．アメリカ人には思想がない．だから
国家は精神的な制度でも道徳的な制度でもなく，実利主義的な契約にすぎ
ぬ． アメリカ人が共和政体のために戦ったなんて証明するものは何もな
い．敵が攻めてきた場合，アメリカ人の大部分がおそらく一身を捧げるだ
ろうなんて証明するものはありはしない.」37アメリカはヨーロッパに対
し，いつまでも「新大陸」のイメージを与え続けていた．だがそこは，実
際にはもう確実に資本主義的変容を続けている．そこでは運河と汽船とそ
して鉄道によって，人と物資が忙しく運ばれてゆく，アメリカは， ヨーロ
ッパの首都オーストリアよりもずっと発達した新興国家だったのである．
しかし，その陰で追われ，抑圧されてゆく民族があることをLenauは
見逃さなかった．
’
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WehklagehalltamSusquehannaufer,
DerWandrerftihltsietiefseinHerzdurchschneiden;
Wersinddielauten，wildbewegtenRufer？
Indianersinds,dievonderHeimatscheiden.
Dochpl6tzlichihrelautenKlagenstocken.
DerHauptlingnahtmitheftigraschemTritte,
EinGreisvonfinsternAugen,bleichenLocken,
Undalsot6ntseinWortinihrerMitte:
"Stetsweiterdrangenuns,alsihreHerde,
Stetsweiter,weiterdieverfiuchtenWeiBen,
Diekommensind,unsvonderMuttererde
“38UndvondenaltenG6tternfortzureiBen...
(Deγ〃‘加"eγz昭Z第1,2,3節）
働突は響く，サスキュアンナの岸辺に
旅人は胸を深く切り裂かれる思い
鋭く，狂おしく叫んでいるのは誰だ？
それは己れの土地から引き離されたインディアン
だが突如，嘆きの声が止む
黒い瞳，色あせた巻き毛の老酋長が
烈しくすばやい足どりで近づくと
仲間にむかい語りだす
「いつもいつもわしらは追いたてられる，けものの群れのように
ずっとずっといつまでも，呪わしいのは
’
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わしらを故郷から引き離し
先祖の神々から引き離そうとやって来た白人の奴ら……」
この詩の中にあるサスキュアンナ川39は，ボルチモアからピッツバーク
ヘ向かう途上，実際にLenauが通りかかった場所である．1832年10月8
日にボルチモアに上陸したLenauがここを旅したのは10月下旬のことと
思われる．そしておそらく， こうしたインディアンの一群に出くわしたの
であろう．二行目の旅人は彼自身である． この詩においてはインディアン
の悲痛な嘆きの声に旅人が心を打たれ，その呪いの叫びを耳にしたように
なっている．が,Lenauにインディアンの言葉が理解できたとは思えな
い．また，彼がインディアンの一群と交渉を持ったかどうかは疑問であ
る． したがって酋長の語ることばは大部分が彼の創作であろう． しかし，
Lenauはインディアンの置かれていた悲惨な情況を正確に把握している．
インディアンの土地をとりあげ，彼らを放遂するのは，当時のアメリカで
「合法的」に認められていた．また， 自然に存する木や石や動物が守護神
であるインディアンにキリスト教の神を信じこませようとする宣教師は，
煩わしい侵入者に他ならない40.自分たちに都合の良いことだけをイン
ディアンに強要する白人の所業を， ここでLenauははっきりと見てい
る． 自分たちの土地を追われたインディアンの一行を見た感動が,Lenau
をインディアンに変えている.初期の政治詩に見られた傍観者的態度は,こ
こにおいて完全に改められたと言ってよいだろう． この詩で彼が発する呪
いのことばは，実際の酋長の呪いのことばに劣らないものである．Lenau
の残した三つのインディアンの詩は，全て酋長の口から白人の暴挙が明か
されるという手法によっている．
SieschaundurchsdiinnereGedrangderBaume
ZurticknachdemverlornenMutterlande,
UndztirnendschaunsiedortdieHimmelsraume
RotgliihendhellvoneinemWaldeSbrande.
－36－
Und also spricht der Hauptling zum Gefahrten: 
,,Siehst du sie morden dort in unsre Walder? 
Getrost in unsres Ungliicks frische Fahrten 
Ziehn sie den Pflug fur ihre Segensfelder... 41 
(Der Indeanerzug 2第6,7節）
インディアンは重なる木々のすき間から
失われた故郷を振り返ってみる
そして，山火事で真赤に燃えるむこうの空を
怒りに満ちて見つめるのだ
酋長は仲間に向かってこう語る
「あの，わしらの森で奴らが殺裁をしたのをお前たちは見たか？
わしらの不幸のまだ残っている跡に，平然と
奴らは己れの至福のために鋤を入れたのだ…•••」
この詩では，ィンディアンの居住地を得たいがために森に火を放ち，殺
人を果たしてまで侵入する白人の入植者の身勝手さが告発されている．新
大陸の開拓，入植は美しいフロンティア精神によって成されたのではな
ぃ．銃をもってインディアンから肥えた土地を奪ってゆくことで，かろう
じて入植者の膨大な数がこなされたのである．「原住民たちが自分たちの
居住地から遠ざかり，そして死んでゆくにしたがって，絶えず巨大な数の
民族がはいってきて増大してゆく．諸国民のうちで，これほどの巨大な発
展とこれほどの急速な破壊とは前古未曽有のことである．」42入植して来る
白人の多くはヨーロッパから渡って来た者たちである．元来ヨーロッパに
おいて政治的あるいは経済的に圧迫されていたはずの人々が，一旦この地
に足を踏み入れるとたちまち征服者に転じてしまう 43. 文字のないインデ
ィアンとの間で形ばかりの契約書を交わして土地を得ることは，最も良心
的な方法であり，通常はもっと狡猾で残忍な方法がとられた．そしてこの
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ようなインディアンの悲劇は彼らの文化水準が高まり，独自の文字や国家
すら持つようになってからも繰り返される44．国家の命によるチェロキー
・インディアンの集団移住（テネシーからオクラホマに至る約1300キロを
徒歩で移動した）は，その中でも最も悲劇的である． 「涙のふみわけ道｣“
と呼ばれたこの強制移住の一行を， フランス人トクヴィルがメンフィスで
目撃したのは1831年冬のことである46.Lenauの旅行とわずか一年の差
である． このことからもLenauのインディアンの詩の真実味は深まるで
あろう．
Lenauの描くインディアンは誇りに満ちている．抑圧されてはいるも
のの「誇り高い夢を抱いて，その中で生き， そして死んでいる｣47者たち
である．彼らにとって死は恐しいものではない． 「敗走とか恐怖とかいう
ものを，彼等は全く知らない｣48のである．
”…TaglichiibersMeerinwilderEile
FliegenihreSchiffe,giftgePfeile,
TreffenunsreKtistemitVerderben.
NichtshatunsdieRauberbrutgelassen,
AlsimHerzent6dlichbittresHassen:
Kommt,ihrKinder,kommt,wirwollensterben!"49
(Dje""ん〃α"eγ第5節）
「……来る日も来る日も川の上を
毒矢のような奴らの船がおそろしい速さで走ってきては
わしらの岸を台無しにしている
盗っ人どもはこの胸の死ぬほどつらい恨みのほか
わしらに何も残さなかった
さあ，ゆこう，おまえたち，死のうではないか！」
この苦汁に満ちた言葉を発する老インディアンの誇りは，崇高でさえあ
る．
’
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UnddieMannerkommenfestentschlossen
SingendschondemFallezugeschossen,
SttirzenjetztdenKatarakthinunter.50
そして男たちは決意をかため
歌いながら， もう滝に向かって突進し
今や爆布を落ちてゆく
Dig"""C加"gγの最後にあるこの光景は，三つのインディアンの詩
の中で最も強烈である．そしてLenauのどの詩においてもこれほど激情
がほとばしるものは見られない．アメリカ上陸後早速ナイアガラに向かっ
たLenauに，その滝が与えた印象はすさまじいものと言えよう．落下す
る水の轟きと同じほど老インディアンの叫びも強烈なのである．ナイアガ
ラの周辺には古くからインディアンの抑圧が繰り返される．シャトーブリ
アン『アタラ』にもナイアガラの岸で運命に嘆くインディアンの姿が描か
れている5'.Lenauはアメリカの風景のうちナイアガラだけを気に入る
のであるが，それはナイアガラそのものの壮大さと共に，古くからインデ
ィアンの土地であったこの地方の雰囲気が，ニューヨーク等に見られる都
市社会の粗雑さとは違っていたからである． Lenauが訪れた頃，アメリ
カはジャクソン大統領の下で民主主義がおし進められていた．世界史の上
ではアメリカ民主主義を発展させた人物として有名なジャクソンが，実は
最も過激なインディアン排斥論者であったことはあまり知られていない．
だが，彼の時代においてインディアン弾圧は徹底を極め，また，ナト ・タ
ーナーの乱に代表される黒人奴隷の反乱も次々と起きている． こうした明
らかな歪みを内包するアメリカ民主主義を, Lenauは半年の僅かではあ
ったが内側から体験したのである．上陸早々アメリカ社会の実体を感知し
たLenauは移住の意志を捨てる．このことがかえって彼に幸運な詩人の
目を蘇えらせる．旅行者特有の観察眼でこの社会を見抜こうとするのであ
る． A.シーグフリートはこのアメリカ社会を支えているのがカルヴィン
ー39－
’派移民の子孫であることを指摘して，次のように書いている． 「悪魔は成
功という危険な誘惑を巧みに米国人の胸の中へしのびこませる．生産のた
めに働くことは神のために働くことではないか……新教というものは．…・・
個々人の民主主義的宗教であり，……離反的気風の宗教なのである.」52こ
れは窮極的に，個人の利益の追求という資本主義に結びつく． こうした社
会においては「成功という危険な誘惑」にとりつかれた人間は，荒野を開
拓する際にも， 自分の利益のためには自然を利用し尽くし，征服すること
だけを考える．辺境の開招，そしてそれに伴うインディアンの抑圧．アメ
リカ人は新しく目の前に広がる未知の土地を全て自分の掌中におさめなく
ては気がすまないのだ. Lenauの被抑圧民族に寄せる限りない同情は，
"FluchdenWeiBen!"というインディアンの怨念の叫びとなって，抑
圧者を告発する積極的，闘争的なものへと変貌してゆくのである． こうし
て， 「オーストリアの牢獄から抜け出｣53したはずのアメリカ旅行は，思い
がけずLenauを牢獄の支配者との闘争に向かわせる．
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さて，アメリカから帰ったLenauは，早速〃"s/.E"Ge伽〃にと
りかかる．彼の不在中に出版された詩集によって詩人として認められる存
在になっていたことも，彼の筆力を強めた．半年にも満たないアメリカ滞
在であったにもかかわらず，彼がその国の実状を同時代人の誰よりも詳し
く知り得たこと， この貴重な体験は，彼がリベラリストとして時代と対決
してゆくために大きな役割を果たしている．一度は逃亡したはずのオース
トリアに戻ってきたとき,Lenauはもう以前のLenauではない．詩集
を出したことで（その中にはあのA”Gγα6ee"esM"St"sも含まれ
ている)，単なる文学青年だった彼が人々の注目を受ける詩人Nikolaus
Lenauになっている．また，幾つかの詩の内容からみて政府との確執は
－40－
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必至である． それでもあえてウィーンに戻った彼は，肋"sr.Ej"Ge伽〃
の中で次のような強烈なメッテルニヒ体制への皮肉を仕上げている．スコ
ラ学者(Scholast)に化けたメフィストは，大臣に向かって次の如く説き
始める．
DerschlimmsteFeindfiirEuerWirken
IstderGedanke,derdafeiert,...
● ● ●
-dasVolkwirdtoll,● ● ●
Und:Freiheit!Freiheit!sehnsuchtsvoll
RuftdannseinFluchen,seinGewinsel.
●● ●
WillerinSchriftengardenKnechten
EinraunenwasvonMenschenrechten:
SomiiBtlhrsolcheHerrscherplagen
InihremKeimegleicherschlagen.
IchratEuchhierdasbesteMittel:
WieftirdieTateneinstdieAlten
Zensorenhielten,solltlhrhalten
ZensorenalsGedankenbiittel.． ．
●e●
HatesdiePolitikgebracht
InihrerKunstzusolchenFliigen,
DannistbegriindetEureMacht,
DannistRegiereneinVergntigen.54
」
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(DieZ,e陶加"）
ここには，国民を奴隷とみなし，スパイと監視官によって支えられたメ
ッテルニヒ体制の暗黒面が余すところなく語られている． この見事な演説 ’
l
l
－41－
「は，当時の検閲制度を痛烈に逆なでしている点でも注目してよいものであ
る．たしかにこのような表現は，検閲の対象となる危険性を充分に含んで
いた．たとえそれがオーストリアで発行されたものではないにしても，当
局にとってLenauが危険な詩人であることに変わりはなかった．「当地
の検閲局のいまいましい程の呵責は今もまだきりがありません．時には，
家に帰ったら，机の上に置かれている何がしかの召換状が僕を迎えてくれ
ます.｣55ここにあるように,彼は1836年ウィーンの警察,及び検閲局によっ
て訴訟の手続きをとられ， また1838年にも幾度かのチェックを受けた56．
この状況を，友人MaxvonL6wenthalは次のように書いている．「オ
ーストリアは彼を処罰するだろう． というのも, Lenauが『詩集』の第
三版と肋"s#,Sb"0"αγ0〃を，オーストリアの検閲局に許可を申請せず出
版させたからだ.｣57
検閲局との闘いが, Lenauにとってはこの国における自由獲得の闘い
である．現実の社会に限りない憎悪を抱きながらも，積極的政治参加を果
たし得ないこの詩人は， 自己の作品の中に自由への希求を投入する．特に
めり0"α〃αとD"A必狸"seγはその素材を歴史に求め，権力に対する
反抗者を描いている点， リベラリストとしてのLenauを証明するもので
ある． このふたつの叙事詩はテーマの選択という点で見る限り，アメリカ
での体験が下地になっているように思われる．アメリカにおいて，どのよ
うな政治体制の下にも対立するふたつの階級が存在することを知ったこと
が，彼にこうした作品や先に挙げたインディアンをテーマとする体験的杼
情詩を手がける情熱を与えたのである58．彼はD"A必睡"seγの結末で
未来への期待を力強く語る．そして， この自由を求める闘いが今後も更に
続くことを予言する．
DasLichtvomHimmellaBtsichnichtversprengen,
Nochla6tderSonnenaufgangsichverhangen
MitPurpurmantelnoderdunklenKutten;
－42－
DenAlbigensernfolgendieHussiten
Undzahlenblutigheim,wasjenelitten;
NachHuBundZiskakommenLuther,Hutten,
DiedreiBigJahre,DieCevennenstreiter,
DieSttirmerderBastille,undsoweiter.59
HuB,Ziska,に続く権力への反抗者をフランス革命に至るまでは具体的
に挙げ，その後をundsoweiterという語で引き継いだのは，こうした
権力への反抗の動きは現在も継承されており，将来へも伝えられてゆくで
あろうという確信が込められているからである． この詩句はLenau自身
● ● ● ● ● ●
の権力者に対する力強い闘争を明らかにすのものである． 「静かに勝利の
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
微笑みを浮かべながら，世紀を越えて進む決死の勇気｣60（傍点筆者）を
弱し，彼は闘いを挑んだのである．
1
Ⅳ
アメリカでの体験を加えて更に激しい政治的傾向を有し始めたLenau
の詩も，だが，同時にnegativなものへと傾いてゆく．杼情詩における
自然の姿は彼の心情の表われである． しだいに彼の詩からは春が去り
（助γ6s鱗ﾉﾋzgF)6',微笑みながら死に絶えてゆく（ル"ﾙﾉﾙ@g3乃d)62,そ
して夏がゆきすぎると(A"g伽加〃"伽cheLg"dSchqだ)63,枯野を貫
いて死の吐息がふるえる秋がやってくる（助γ6s鱗ﾉ"gF)64.そしてこの秋
こそが彼を死なせるものなのだ（比γ6sigMW)65．こうした彼の心情は時
代（季節）の状況から生じている．その時代（季節）とは実りの秋ではな
く，嘆きの秋，死をうかがい知ろうとする秋である．人間の精神的社会的
生活がすっかり干からび，死に絶えてしまった「政治的な秋」なのであ
る66．この秋の感傷がLenauの世界観を消極的，否定的にしてしまう．
一方では燃えるような情念を持ってSb2)0"αγ0〃やDigA必移"s〃といつ
－43－
た叙事詩を手がけながら， 他方では徐々に pessimistischな感情に陥っ
てゆくのである．
0 Menschenherz, was ist dein Gluck? 
Ein ratselhaft geborner 
Und, kaum gegriiBt, verlorner, 
Unwiederholter Augenblick!67 
Frageと題されたこの短い詩の中には， はっきりと無常感が生じてい
る．人生を，二度と繰り返すことのない一瞬だと語るこの詩には，救い難
い諦念が忍び寄っている． Lenauの諦念が深まってゆく背景には，たし
かに個人的な体験が存在する（先に挙げた Maxvon Lowenthalの妻，
Sophieとの恋愛は彼の後半生の重要な部分を占めている． この恋愛が彼
の作品に及ぽした影響は極めて大きい）． しかし，それが絶望的な方向を
たどるには，個人的体験だけでなく，時代的な裏付けが必要である．
オーストリアは19世紀前半において，明らかに世界の中心，ヨーロッパ
の首都であった．だが，ョーロッパの進歩が一番遅れて届くのもオースト
リアである．「何事にも『時間をかける」のがオーストリアの流儀であり，
事を急ぎ，過去を次々に忘却のうちに置きざりにすることはこの国の美徳
のうちに数えられないのである．」681834年のドイツ関税同盟発足は経済
の発達を促し，急速な工業の発展はドイツ諸邦に新しい時代を招来する．
鉄道の開通は人々の時間と距離を縮めてしまった．関税同盟には次々と諸
邦が加わり，取り残されたのはオーストリアのみである．いつまでもメッ
テルニヒの反動体制にしがみついていた平和な農業国にも，いつしかそう
した余波が及んでくる．工業の発達は人々を市民や労働者に変えてゆく．
周辺から鉄の行進が聞こえてくる中で，依然としてオーストリアは古色蒼
然とした1日体制の維持にやっきになっている．だが一方であがるドイツ統
ーの声も，結局はプロイセン支配の道に通じるものでしかない．同じ民族
の中で支配権をめぐってかけひきが演じられる政治的攻争の下，各地を巡
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ったLenauにはこの時代の状況がはっきりと理解できる．「ドイツの国
家力だの，統一だのという噂は全部信じられない．ただ感じられるのは諸
邦の人間が互いに如何に憎み合っているか， ということだけだ． フランス
● ● ●
人は政府という理念のしるしを持っているだけだった．そして彼らは百万
の人民にそのことで時間を空費させた．彼らは政治的な自由の理念の幻影
を持っていただけで，そして革命をやった． ドイツ人は自由の理念を徹底
的にきわめた．だが，それに対し何ひとつしようとはしない.」69（傍点筆
者)こうしたLenauの苛立ちは，支配者たちに対する批判を強める一方
で， ドイツ人そのものを呪うことにもなる．オーストリア体制への批判か
ら，だんだんドイツ全体の支配者層への批判と態度を変えながら， ドイツ
民衆の奮起を心待ちにするのである．ポーランドの民衆やアメリカ・イン
ディアンのような民族の誇りをドイツ人に求めるLenauは，その動向を
察知することができず，次のように咳かざるを得ない．その怒りに満ちた
ことばは自虐的でさえある． 「僕はドイツ人を単に馬鹿な民族だと思うだ
けじゃなくて，卑しい民族とすら思う．人間としての尊厳という感情と
は， ドイツ人はきっとあらゆる民族の中で一番疎遠なんだ.｣70「ドイツ人
は奴隷だ，去勢された牛だ． ドイツ人は脳に不治の圧迫感を受け，頭のま
わりにはくっついて離れない鉄の輪をはめられている.｣7’
これらは直接的政治行動に出ることのなかった彼の苦汁に満ちた叫びで
ある．そして迫り来る工業の時代を予感したとき，彼の心にはあの新興国
家アメリカの喧燥が浮かび上がる．工業と商業の発展の裏側で，魂の抜け
た人間や金のことしか話さない人間が誕生すること，更には生存を脅かさ
れ，迫害される人間が現れることを理解するのである．確実に傾きつつあ
るメッテルニヒの時代を予期しながらも，その次に訪れる時代を半ば予想
し得たため, Lenauの政治変革への期待，自由への限りない希求は次第
に輝きを失ってゆく．早すぎる時期に将来の人間疎外を感知した詩人は，
時代の重苦しさを一身に背負って生きなければならない． 自分の叫びだけ
－45－
では止めようのない時代の流れに懸命の抵抗を試みるが，遂には押し寄せ
る波に溺れてしまうのである． この経過こそがVormgrzの詩人の特徴
である．そして, Lenauはその典型的な道を歩んだと言える．政治意識
が強まれば強まるほど，時代を感知すればするほど, Lenauの憂鯵も深
まってゆく. ｢Lenauが（憂鯵の）マントをまとうとき，現実にはとり返
しのつかない傷を被っているのである.」72とWolfdietrichRaschは語
る． こうして闘争と諦念の格差が極まったとき, Lenauは憂鯵のマント
に己れの姿を隠してしまう．彼のひるがえしたマントは暗く，大きかった
のである．
テキスト
NikolausLenau,､S伽2"""9Wbγ舵〃"da'ja/Z.InzweiBanden.I selVerlag
l971．（以下S.W.と略）
注
1 ここにおける時代区分は，筆者がTheoZindlerの分類を参照して行なったもの
である．彼はその学位論文D"B@勅'cたん"g航〃γjSc"g"､S"Le""s(1959)
において,Lenauの作品を年代別に5つに分類する．それは主として, Lenau
が18世紀文学の影響を如何に受け継いでいるか明らかにすることによって，また
Lenauの作品中の象徴，アレゴリー，メタファ，直嶮，表徴といったものを分
析することによって分けられたものである．以下，順に挙げる．
I 1822-28:,,Jugendepigonentum@@と称され,18世紀捌青詩，特にGOt-
tingerHainとロココ的伝統の跡を見せる．
n l828/29-33:,,DichtungderKrisenzeit".この時期の特徴は多様な表
現であり，ヴュルテンベルクにおけるSchwabischeSchuleとの交わりの
中で頂点を迎える．
Ⅲ6． 1833-36:,,ZerrissenheitundSuchenachSinnundOrdnungC0.
アメリカから帰国して後の，体験的杼情詩，及び叙事的要素で知られる．だ
が， この時期にできた詩は過渡的なものである．
W1836-38:,,SkepsisundWeltgrauenG@の時期．二律背反の克服をめざ
すこの時期においては， 自然のイメージの変化，表現上，韻律上，言語上の
発展が見られる．
V1840-44:,,AnsatzezurSynthese"と呼ばれるにふさわしい完成へと
－46－
近づく時期である． しかし，それは発展の途上で未来を確信しているに留ま
る．つまり, Lenauの詩は完成をめざす点にまで至ったものの，完成され
なかったと言えよう．
この分類をそのまま使用しても差しつかえないが，筆者はアメリカ旅行を重視す
る立場から，あえて上記Ⅱをふたつに分け，Ⅳとvをまとめた．なおこの分類に
ついては，以下のLenauに関する研究報告を使用した．
GiintherHantzschel,Ⅳ溌O地況sLe"α".In:ZWL"eγα/ γ〃γ〃s/α"γα加"s‐
"oc"eZ8Z5-Z848,Stuttgartl970,hrsg.vonJostHermandundManfred
Windfuhr.（以下G.Hantzschelと略)Vgl.S.89-94.
2最も強硬な意見は,VincenzoErranteによるものだろう．彼によればLenau
の世界苦は哲学的にも歴史的にも根拠のあるものではなく，生まれつき，心気症
的なものとされる.Vgl.G.Hantzschel,S.65f.
3 Vormarzという時代区分については二通り考えられる．まず，広義に1815-
1848年とする方法，それから狭義に1830-1848年とする方法である．これは書物
によって規定が暖昧なので，一概に一方を選択できないが，一応参照したものを
列記する．
PeterStein,"oc"e""06"w@,,Vbγ' αγz"(Z8Z5-Z848),Stuttgartl974.
FritzB6ttger,Z"γL"gγα/"γ鹿sVりγ"､ｸγzZ830-Z848,Berlinl953;6
Aufl.1961.(以下F.B6ttgerと略）
JostHermandundManfredWindfuhr,Z〃γL"gγα〃γ血γ他sｵα"γα物"s‐
"oc"eZ8Z5-Z848,Stuttgartl970.
この中で興味深いのは三番目, J・Hermandらによるものが,Restaurations-
epocheとなっていることである．同書もVormarzについては1830-1848年
と定義している.vgl.s.10.
4年代順に重要なものを挙げる． ただし，筆者が未見のものについては＊を付し
た．
ReinholdSchneider,K"ﾒαγα彫一Das勘脚c々sαノ肌陶0〃"sLg"α"S,Wiirz-
burgl940.In:肌加〃"sLg"α"-W汐γ舵,Hamburgl966.
WolfdietrichRasch,M"o〃"sLe"α"sDOppe"o"e",鰯"sα畑舵"f.In:
De"/sc"eV泥γ彪加〃SSC〃鯛〃γL"eγ“"γ"畑g"Sc"αが〃"dGe"es-
gesc"""e,25.H､2 19 1.(以下W.Raschと略）
"6e""W"たんγ肋c".AzJsggz"鋤"eD"〃""gg〃〃o〃肌玲o〃"sLe"α"，
Berlinl952,hrsg.u.eingel・vonErnstFischer.*
J6zsefTur6czi-Trostler,Lg"α"，Budapestl955,insDeutschiiber-
tragenvonBrunoHeilig,Berlinl961.(以下J.Tu 6czi-Trostlerと略）
TheoZindler,D"E"加たた〃"g”〃γ航"g"@Sｿ〃Le"α"S,Diss.Marburg
l959.＊
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IHugoSchmidt,Mz〃γSjﾉ加加彪伽M肋〃"sZ,e"α"sGedib"e"・In:Z,g"α"‐
A〃α"αc"1963/64.*
NikolausLenau,DjgA必垣膠"Se""ル膠"D/c"z"Zge",miteinemNach-
wortvonWalterDietze,Leipzigl965．＊
肌加〃"sLe"α"一W汐γ彫,Hamburgl966,NachwortvonEgbertHoehl.
GerhardNeumann,D@s,,Ve?宮ｳ"g伽〃Bj〃'.U"ﾒgγs"c〃"ge"z"Z,e"α"s
〃γjSc"e"Ve〃"〃e".In:〃"“〃縦〃γDe"/sc"e勘吻/ひgie86,H.
4， 1967．
HartmutSteinecke,Ⅳ溌0〃"sL9"α"．In:De"sc"eDic""desZ9.
〃〃〃"”γ/s､肋γLe6g〃〃"dWbr々,hrsg･vonBennovonWiese,Berlin
l969．（以下H.Steineckeと略）
NikolausLenau,Ge"c"e,ausgewahltvonGiinterKunert,Frankfurt
a.M.undHamburgl969.(以下G.Kunertと略）
Lg"α"sW@γ舵,eingel・vonReinerSchrichting,BerlinundWeimar1970.
G.Hantzschelによれば,1959年にLe"α"一A〃α"αc〃が創刊され,64年には
WienのStockerauにInternationalLenau-Gesellschaftが設立されてい
る．そしてその独自の雑誌として69年にLe"α"一Fbj'z"w.Vieγjg加肺gssc〃娩
戯γ〃gγgﾉ′jc〃"〃Z,"eγα/"γ:/brsc""gが発刊されている．
G.Hantzschel,a・a.O.,S.62．
G.Kunert,a・a.O.,S.14.
H61ty研究が最もよく結晶化されたのはA畑Gγα6eHけ胸sである．これは
H61tyに捧げられた頌詩であるが，その詩句はH61tyのよく用いることばで飾
られている． （例えばHain,Schatten,Grab,irren,sauseln等）
Vgl.S.W.Werke,S.89.
v91.G6が伽997'Djc""6""d2．1n:K"sc"""sDe"/sc"eMJ加"αノー
L"ｵeγαｵ"γ,BerlinundStuttgarto.J.
V91.S.W.Werke,S、981f・AnmerkungenzudenGedichten.
S、W.Briefe,S、43f.
S、W・Werke,S、442f.
Ibid.,S、443.
藤村宏『ロマン主義とリアリズムの間』東京大学出版会1973年79ページ参照
S.W.Werke,S.78.
Vg1.J.Tur6cziJI,rostler,a・a.O.,S.36f.
S.W.Werke,S.118.
1bid.,S.211.
J.Tur6czi-Trostler,a.a.0.,S.37.
1bid.,S.37.
1bid.,S.37.
5
???
??、?????????
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Ibid.,S、38.
S､W.Briefe,S.87.ここにおいてMaierとあるのはMayerのことである．
J.Tur6czi-Trostler,a.a.O.,S.41.
A.シーグフリート『アメリカI』鶴岡千側訳有斐閣 1954年17ページ．
G.Kunert,a・a.○.,S、23.
S.W.Briefe,S.154.
Ibid.,S、159.
全部で六通のうちSchurzに三通,Reinbeck夫妻にそれぞれ一通,Joseph
Klemmに一通送っている．このうち, Schurzの一通とGeorgvonReinbeck
宛の一通以外は非常に長いものである．
S.W.Briefe,S、210.
Ibid.,S、207,210,214,219.
Ibid.,S.207,210,219.
Ibid.,S、214,219.
Ibid.,S、211.
Ibid.,S.219.
Ibid.,S.215f.
Ibid.,S、219.
Ibid.,S.216.
S、W.Werke,S.105.
Susquehannaの発音は[sAskwlh=ne]であるが，日本語として定着していな
いので， ここでは帝国書院版「世界旅行地図』のサスキュアンナを使用した．
インディアンに関する史実については以下のものを使用した．
藤永茂『アメリカ・インディアン悲史』朝日新聞社1974年（以下藤永と略）
トクヴイル『アメリカの民主政治』（下巻）井伊玄太郎訳講談社文庫1972
年． （以下トクヴィルと略）
特に藤永氏の書物はいわゆる「学術的な」論文ではないにもかかわらず，詳細な
調査と記述に支えられた有益な資料であったことを附記しておく．またトクヴィ
ルについては, Lenauより一年早い1831年にアメリカ旅行を果たし，インディ
アンとも接触があったと思われるので，当時の状況描写には信懇性があるとみて
良いだろう．
S.W.Werke,S.107.
トクヴイル，前掲書304ページ．
拙稿「ニコラウス・レーナウとアメリカ旅行」千里山文学論集第17号26ペー
ジ参照．
イロコワ系インディアンのチエロキーが当時最も進んだ文化を有していた． 1821
年にはセコイアによるチェロキー語の文字化が完成され，チェロキー・ネイショ
21
22
23
24
25
62
27
28
????????????
40
’
41
42
43
44
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ンの近代化が一層進む．早くも1828年にはエリアス・ブデイノーによって新聞が
発刊されるのである．
藤永，前掲書132-149ページ参照．
藤永，前掲書152-209ページ参照．
トクヴイル，説葛書307ページ以下参照．
トクヴイル，前掲書299ページ
藤永，前掲書22ページ．
S.W.Werke,S.109.
Ibid.,S、109.
シヤトーブリアン『アタラ・ルネ』辻昶訳旺文社文庫1976年113ページ以
下参照．
『アタラ』は1802年の出版であるから，このようなインディアンの悲劇は早くか
らヨーロッパに伝わっていたものと考え・られる．
A.シーグフリート『アメリカ Ijl45ページ以下．
J.Tur6czi-Trostler,a.a､0.,S.38.
S､W・Werke,S.551ff.
S.W.Briefe,S.718.
Vgl.Ibid.S.1240f.Zeittafel
Vgl.H・Steinecke,a・a、O.,S.350.
G.Kunert,a.a.O.,S.14f.
Lenauがインディアンの詩を書いたのはアメリカ滞在中ではなく，帰国後の
1833/34年である．これらはドイツ文学史の上にインディアン迫害が登場した最
初のものであろう．同じ頃， 1830年から40年にかけてCharlesSealsfieldも新
大陸に取材した作品を発表するが, Sealsfieldはアメリカで市民権まで得たよう
な人物であり，後のアメリカ作家に与えた影響が多大であることから,Lenauと
同等に扱えないように思う. Lenauが帰国してからこうした作品を書いた背景
には，幾らかの文献による知識があったかもしれないが，それを実証するものは
ない． したがってこれらは純粋に体験的捌青詩と言ってさしつかえなかろう．
S.W，Werke,S.889.
F.B6ttger,a.a.O.,S.266.
S.W・Werke,S､49.
Ibid.,S、48.
Ibid.,S、213.
Ibid.,S.49.
Ibid.,S、49.
vgl．G．Kunert,a.a.O.,S.12
S.W・Werke,S、120.
????????
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70 Ibid., S. 17. 
71 Ibid., S. 17. 
72 W. Rasch, a. a. 0., S. 215. 
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Nikolaus Lenau 
und seine politischen Gedichte 
-Ein Dichter in seinem Zeitalter-
Atsuko Kuboyama 
In den letzten 20 Jahren wurden mehrere Bewertungen von 
Nikolaus Lenau aufs neue versucht. Dadurch schwinden zwar 
die früheren Fehler, seine schwermütigen Gedichte nur noch 
aus seinem eigenen konstitutionellen krankhaften Hintergrund 
zu deuten und Lenaus Dichtung nur nach Schilfliedern zu wür-
digen, aber jene Versuche kann man wohl als „Lenau-Renaissance" 
noch nicht bezeichnen. Da die Lebenszeit Lenaus genau mit dem 
Zeitalter des „Vormärz" zusammenfällt, darf man wohl die Bezie-
hungen seiner Dichtung selbst zum damaligen Zeitalter nicht 
außer acht lassen. 
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In der Tat wurden seine Augen für die Gesellschaftsprobleme 
zuerst durch die Spaziergänge eines Wiener Poeten (von Anastasius 
Grün, einem Freund Lenaus) und den polnischen Aufstand gegen 
Rußland geöffnet ; dies führte zu einigen politischen Gedichten 
von ihm wie Am Grabe eines Ministers und In der Schenke. Ersterem 
liegt die Herrschaft Metternichs in Österreich zugrunde und 
letzteres stellt offenbar Lenaus tiefe Sympathie mit den unter-
drückten Leuten dar. 
Seine Erlebnisse in Amerika aber haben in ihm eine tiefste 
Enttäuschung ausgelöst. Nach der Kritik an der einseitigen 
kapitalistischen Entwicklung in „Utopie" und der Unterdrückung 
der Nichtweißen in diesem demokratischen Land wuchs in ihm 
das Interesse an der Kampfgeschichte um die Freiheit. Daher 
kam es, daß die Wiener Polizei- und Zensurstelle ihn wegen der 
politischen Tendenz in seinen größeren Werken Faust, Savonarola 
und Die Albigenser auf die schwarze Liste setzte. 
Je mehr das Interesse an der Gesellschaft in ihm stieg, um so 
mehr breitete sich dann über ihn ein Pessimismus als Reaktion 
auf die Erwartung der Freiheit und es erscheint sogar das 
Thema des Vergänglichkeit. In seinen letzten Jahren findet 
man also eine hoffnungslose Entsagung in seinen Gedichten. 
Trotz seines Willens nach Kritik der Gesellschaft wird er am 
Ende in den Strom der Zeit hineingezogen. Von seiner liberali-
stischen Seite und diesem Vergänglichkeitsgefühl her könnte 
man Lenau als typischen Dichter im Vormärz ansehen. 
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